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はじめに 

 
本校は，平成 年度に文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（ ）指定を得て

以来，平成 年度からの第２期５年間，平成 年度からの第３期５年間と引き続いて

指定を受け，理数教育に重点を置いた教育カリキュラムの研究開発を推進して参りました。

第３期目の研究課題は，「『科学的な知の体系』の習得と，国際的視野や高度な倫理観の涵

養を通して，『持続可能な社会』を先導する人材の育成を図る教育課程の研究開発』です。

その柱は次の２つです。

Ⅰ カリキュラムの開発：①科学的な知の体系，②国際的な視野，③高度な倫理観を基

本構成要素とした教育課程の策定

Ⅱ カリキュラムの実践：「統合的な意志決定能力」「課題発見／課題解決力」の形成

「統合的な意志決定能力」（＝「得られた知識や経験をもとに統合的に判断し，自ら進ん

で意志決定する力」），さらにまた，「課題発見／課題解決力」（＝「自らの力でさらなる課題

を発見し，それをも解決していく力」）は，今般の学習指導要領で唱えられる「生きる力」

にもかかわりますが，何より「持続可能な社会」を先導するのに必要な汎用的な資質・能力

です。この資質・能力の形成をもって「人材」の育成を図るカリキュラムの開発／実践研

究，これが今期研究の目指すところでした。

開発，実践したカリキュラム科目には，

① 先端科学の各分野の研究者を招いて行う「フロンティアサイエンス講義」

② 長期休業期間を利用して研究者から自然科学の研究技法を体験的に学ぶ「先端研究実習」

③ 日本の最先端を誇る研究施設を見学し研修を深める「サイエンスプロジェクトツアー」

④ 自分たちで設定した研究テーマについて，高等学校第２学年から２年間をかけて行う

「課題研究」

などがあげられます。

本報告書は，こうした第３期４年目の活動と成果を取りまとめたものです。「課題研究」

については別に『 課題研究論文集 』（ ）を，海外研修については『海外研修実

施報告書』（ ）を発行しました。

最後になりましたが，今年度の『研究開発実施報告書』を刊行するにあたり，関係者の皆

様のこれまでのご指導・ご支援に，あらためての感謝を申し上げます。とともに，今後とも

引き続きご指導・ご助言を賜りますようお願い申し上げます。

平成 年３月

広島大学附属高等学校

校長 竹 村 信 治
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神戸大学での講義・実習

 
見学・講義

 

朴大王先生による事前学習
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課題研究の発表・その他

留学生とともに発表の準備 英語によるポスター発表

 

「科学英語表現（英語合宿）」 平成 年 月 日（月）～ 月１日（火）

海外研修 「韓国訪日研修」 平成 年 月 日（火）～ 日（水）

歓迎会 共同実験（物理）

ポスター発表の準備

共同実験（化学）

グループ討議

英語による１分間アピール ポスター発表 ポスター発表（留学生に英語で説明） 広島国泰寺高等学校 生徒発表会

各グループの発表

日頃の研究（地学）日頃の研究（生物） 日頃の研究（数学）日頃の研究（物理） 日頃の研究（化学）

アカデミック・ライティング講座広島支部学生シンポジウム現象数理学研究発表 広島県生徒理科研究発表会 プレゼンテーション特別講義

別紙様式１－１

広島大学附属高等学校 指定第３期目 ～

❶平成２７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

「科学的な知の体系」の習得と，国際的視野や高度な倫理観の涵養を通して，「持続可能な社会」を先導する人材の育

成を図る教育課程の研究開発

② 研究開発の概要

「持続可能な社会」を先導する科学者・技術者を育成するための研究開発を実施する。国際的視野と高度な倫理観を

備え，「科学的な知の体系」を習得する教育課程，教育方法を研究開発し，得られた成果を広く普及させるための方策

を整える。そのために次の（１）～（３）の研究開発を行う。

（１）「科学的な知の体系」を習得する教育内容・方法の開発

（２）国際的視野を育むプログラムの開発

（３）高度な倫理観を涵養し，「持続可能な社会」を先導するためのカリキュラムの開発

③ 平成２７年度実施規模

全校生徒（生徒数約 名）を対象とする。高等学校第２，３学年には コース（１クラス約 名×２クラス）を

設置し，当該コースにおいては理数系に重点を置いた教育課程を編成する。また，併設の附属中学校（生徒数約 名）

との連携も行う。

④ 研究開発内容

○研究計画

ア 「科学的な知の体系」を習得する教育内容・方法の開発

（ア）科学への興味・関心を高め，高大接続の意識を養うプログラムの開発

（イ）科学の基礎的・基本的内容の理解の充実を図る教育内容・方法の開発

（ウ）科学的な思考，判断，表現，及び問題発見，問題解決，統合的意志決定能力を育てる教育内容・方法の開発

イ 国際的視野を育むプログラムの開発

（エ）異文化に対する理解を深め，他と共生する能力を育むプログラムの開発

（オ）国際舞台で活躍できる科学者に必要なコミュニケーション能力の育成をめざした学習内容・方法・プログラムの

開発

ウ 高度な倫理観を涵養し，「持続可能な社会」を先導するためのカリキュラムの開発

（カ）高度な倫理観を涵養する学習内容・方法の開発

（キ）「持続可能な社会」を先導する人材を育成する 内容・方法の開発

○１年次

ア ｱ 「フロンティアサイエンス講義」，「研究室訪問学習」，「先端研究実習」，「サイエンスプロジェクトツアー」

についてはこれまでの取組から得られた成果と課題を精査し，計画，実施する。

ｲ 「科学知の探究Ⅰ」では，数学科，理科の５ヶ年計画に従って実施する。特に，基礎・基本に関係する学習内容

と指導方法について計画，試行する。

ｳ 「科学知の探究Ⅱ」及び学校設定科目「現象数理解析」では，各教科，担当教科が作成した５ヶ年計画に従って

実施する。「課題研究」は教育課程に位置づけ実施する。

イ ｴ 「海外語学研修」は，実施内容を精査し，計画，実施する。

ｵ 学校設定科目「科学英語表現」では，５ヶ年計画を作成し，素材を収集，精選し，計画，試行する。

ウ ｶ 「科学と倫理」では，特設 の年間計画の作成，外部講師の選定，授業計画，試行を行う。「倫理の探究」で

は，各教科による５ヶ年計画に従って実施する。特に素材収集，精選を行う。

ｷ 「 研究」では，これまでの成果と課題を踏まえ，各教科の特性に応じた学習内容・方法を計画し，実施する。

「 海外研修」では，海外と連携した 教材の内容開発を計画し，実施の可能性を検討する。「 汎論」では，

各教科の５ヶ年計画に従って実施する。

○２年次

ア ｱ 「フロンティアサイエンス講義」，「研究室訪問学習」，「先端研究実習」，「サイエンスプロジェクトツアー」

については科学の先端性，多様性に注意し内容の精選を行う。

ｲ 「科学知の探究Ⅰ」では，数学科，理科の５ヶ年計画に従って実施する。特に，基礎・基本に関係する学習内容

と指導方法について，第１年次の試行の成果と課題を踏まえ，計画，実施する。

ｳ 「科学知の探究Ⅱ」，学校設定科目「現象数理解析」では，各教科，担当教科が作成した５ヶ年計画に従って実
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本校は，各学年㸳クラスであり，全校生徒を対象に66+事業を実施している。なお，第２，３学年ではスーࣃーサイ

エンスコース�66 コース�１クラスを設⨨し，ᙜヱコースにおいては理数系に重点を⨨いた教育課⛬を⦅成している�表

中の（� ）が生徒数・学⣭数でᬑ通科の内数�。また，ే設の㝃ᒓ中学校�各学年３クラス�との連携も行っている。�
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「科学的な知の体系」の習得と，国際的視野や高度な倫理観のᾰ養を通して，「持続可能な社会」を先導するேᮦの

育成を図る教育課⛬の研究開発�
�

㸱� ◊✲௬ㄝ�
国際的視野と高度な倫理観を備え，「持続可能な社会」を先導する科学者・技術者を育成する基盤として(6'を行い，

「科学的な知の体系」を習得する教育課⛬，教育方法を研究開発，実施することにより，�

ア� 科学の基礎的・基本的な内容を༑ศ理解した生徒が育成さࢀる。�

イ� 知を統合し，論理的な思考に基づいて判断し，行ືする能力を持つことができる。�

ウ� ㇏かな๰㐀力と高度な倫理観を持ࡕ，「持続可能な社会」を実現するために先導的なᙺ๭をᢸうែ度が育成さࢀる。�
�

㸲� ◊✲㛤Ⓨࡢෆᐜ�
研究開発課題ならびに研究௬ㄝを㐩成するために，表１に示した目標࢔㹼ウを設定し，㡯目㸦࢔㸧㹼㸦キ㸧に基づく

各種プログラムを構築し，そࢀらの実㊶を行っている。表２に各種プログラムの今年度の実施概要を示している。�
�
表１：┠ᶆཬࡢࡑࡧୗ఩㡯┠࣒ࣛࢢࣟࣉ✀ྛ࡜�

┠ᶆ� 㡯┠� ࣒ࣛࢢࣟࣉ �ྡ
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ᩍ⫱ෆᐜࡿࡍ ᪉࣭ἲࡢ㛤Ⓨ�

㸦࢔㸧科学への興味・関心を高め，高኱᥋続の意識を

養うプログラムの開発�

�，「ロンティアサイエンス講義ࣇ」

「研究ᐊ訪問学習」，「先端研究実習」，

「サイエンスプロ࢙ࢪクトࢶアー」�

㸦イ㸧科学の基礎的・基本的内容の理解の充実を図る

教育内容・方法の開発�
「科学知の探究Ⅰ」�

㸦ウ㸧科学的な思考，判断，表現，及び問題発見，問

題解決，統合的意志決定能力を育てる教育内容・

方法の開発�

「科学知の探究Ⅱ」，�

学校設定科目「現象数理解析」，�

「課題研究」�

イ� ᅜ㝿ⓗど㔝ࣛࢢࣟࣉࡴ⫱ࢆ

�㛤Ⓨࡢ࣒

㸦エ㸧␗文化に対する理解を῝め，他と共生する能力

を育むプログラムの開発�
「海外語学研修」�

㸦オ㸧国際舞台で活躍できる科学者に必要なコミュ

ニケーション能力の育成をめࡊした学習内容・方

法・プログラムの開発�

学校設定科目「科学英語表現」�

ウ� 㧗ᗘ࡞೔⌮ほࢆᾰ㣴ࡋ㸪ࠕᣢ

ࡓࡿࡍඛᑟࢆ఍ࠖ♫࡞⬟ྍ⥆

カࣜキࣗࡢࡵ �㛤Ⓨ࣒ࣛ

㸦カ㸧高度な倫理観をᾰ養する学習内容・方法の開発� 「科学と倫理」，「倫理の探究」�

㸦キ㸧「持続可能な社会」を先導するேᮦを育成する

(6'内容・方法の開発�

「(6'研究」，「(6'汎論」，�

「(6'海外研修」�

�

表２：ྛ✀ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ概せ�

㡯┠� �࣒ࣛࢢࣟࣉ 概せ� ᑐ㇟�

��࢔�

ロンティアサイࣇ

エンス�)6�講義�

先端科学に携ࢃる研究者をᣍいて年３回（数学，生物，地学）の特別講義を

実施した。�

第１，２学年�

中学校３年生�

研究ᐊ訪問学習� ᗈᓥ኱学等において希望する研究ᐊを訪問した。� 第１学年�

先端研究実習�

研究者や኱学㝔生のᣦ導のୗ，実際の先端的研究をᑡே数で┤᥋体㦂するこ

とを通して，研究者の思考やែ度を学ࡪプログラムを㸳つ（数学，物理，化

学，生物，地学）実施した。�

第２学年66コース�

サイエンスプロࢪ

�アーࢶ�63�クト࢙

日本のୡ⏺᭱先端科学を┤᥋研究施設等に㉱いて学ࡪため，理化学研究ᡤ

�᧛☻事業ᡤ・⚄戸事業ᡤ・ィ⟬科学研究ᶵ構）及び⚄戸኱学（統合研究拠点

・㒔ᕷ安全研究センター）での研修を２Ἡ３日で実施した。�

第２学年66コース�

�

�

�イ�� 科学知の探究Ⅰ�
数学と理科において基礎的・基本的な内容の理解の充実を図る教育内容・方

法等を開発し，通常の授業内で実施した。�

中学校・高等学校�

全生徒�

�ウ��

科学知の探究Ⅱ�

科学的な思考，判断，表現，及び問題発見，問題解決，統合的意志決定能力

の育成のための学習内容・方法等を，各教科の特性に応じて全教科で開発し，

通常の授業内で実施した。�

中学校・高等学校�

全生徒�

学校設定科目�

「現象数理解析」�

「現象」をモデル化し，数学的に表現し，科学的な判断力や統合的意志決定

能力を養うために，数理モデリングの手法を習得させ，環境問題や社会問題

について考察させた。�

第２学年66コース�

課題研究�

第２学年は��研究（物理�，化学�，生物�，地学�，数学�），第３学年は

昨年度に引き続いて��研究（物理�，化学�，生物�，数学�）に取り組ん

だ。第２学年では１年間の継続した研究と校内・校外での発表会に参加し，

成果発表を行った。第３学年では研究，論文作成，校内外での発表，各種コ

ンテストへの応募等を行った。�

第２，３学年�

66コース�

�エ��
学校設定科目�

「科学英語表現」�

国際舞台で活躍できる科学者に必要な英語能力の育成が目標であり，平常の

授業に加え，外部講師による特別講義３回，英語合宿を実施した。他のプロ

グラムである「韓国海外・訪日研修」，「課題研究」との相乗効果も図った。�

第２学年66コース�

�オ�� 海外語学研修�
春季休業中にイギリスもしくはオーストラリアでのホームステイ及び現地

の高校や施設で語学研修プログラムを実施した。�
第１学年希望者�

�カ��

科学と倫理� 外部講師による特別講義を２回，そのための事前・事後学習を実施した。� 第１，２学年�

倫理の探究�
各教科の特性に応じて科学と倫理に関係した学習内容・方法等を全教科で開

発し，通常の授業内で実施した。�

中学校・高等学校�

全生徒�

�キ��

(6'海外研修�

連携校である韓国の天安中央高等学校と今年度で連続６年目となる「韓国海

外研修」・「韓国訪日研修」を実施した。「水素」をテーマに物理・化学領域で

の共同科学プログラムを開発・実施した。また，平成��，�� 年度の重点枠

事業において連携したタイのプリンセスチュラボーン・サイエンスハイスク

ール・ムクダハン校と連携し，タイを訪問し，7-�66)����での研究発表なら

びにムクダハン校との連携事業を実施した。�

第２学年�

66コース�韓国��
�
第２学年�

希望者�タイ��

(6'研究�

持続可能な社会の構築にむけて多様な観点から思考・判断する能力を養うた

め，「瀬戸内海」をキーワードに複数教科によるリレー形式の授業，ディベー

ト，校内外での実習等を実施した。�

第２学年�

(6'汎論�
各教科の特性に応じて(6'に関係した学習内容・方法等を全教科で開発し，

通常の授業内で実施した。�

中学校・高等学校�

全生徒�
�
表２の対象が示す通り66コースのみのプログラムの一方で，

「(6'研究」のように第２学年全員対象のものや「科学知の探究

Ⅱ」のように全教科が全学年を対象に実施するものもある。第

３期66+においては，第１，２期における成果と課題に基づき，

生徒全員・教員全員が取り組む学校全体としての66+事業とな

るよう各プログラムを構築し，図１の概念図が示す通り，互い

のプログラムを連関させている。たとえば，第１学年の「)6講

義」を通して科学への興味・関心を高め，「科学知の探究Ⅰ」で

基礎・基本を身に付け，第２学年の「課題研究」の基礎固めを行

う。「先端研究実習」では「課題研究」に必要な高度な知識やス

キルを身に付ける。「科学英語表現」では英語での発表方法や

コミュニケーションスキルを身に付け，「課題研究」の成果発

表や「(6'海外研修」での現地高校生との共同プログラムにおい

て活用する。さらに「(6'海外研修」や「(6'研究」では，「持

続可能な開発」のために不可避な課題への意志決定を行うため

に，目標（ア）のプログラムを通して身に付けた科学的な知識，

科学的データに依拠した考え方，さらにそこに目標（ウ）の「(6'

汎論」，「科学と倫理」や「倫理の探究」で獲得した(6' 視点

や倫理的・社会的側面を加えて，統合的に意志決定する能力を

育成することをねらいとしている。こうした互いに連関するプ

ログラムの相乗効果により，「国際的視野」と「高度な倫理観」

を備え，かつ「科学的な知の体系」を習得した科学的な見方・考え方を基盤に統合的に

意志決定し，「持続可能な社会」を先導する科学者・技術者を育成することをねらいとしている。�

図１：66+概念図�
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➨１❶� ◊✲㛤Ⓨࡢㄢ㢟�

１� Ꮫᰯࡢ概せ�
本校は，各学年㸳クラスであり，全校生徒を対象に66+事業を実施している。なお，第２，３学年ではスーࣃーサイ

エンスコース�66 コース�１クラスを設⨨し，ᙜヱコースにおいては理数系に重点を⨨いた教育課⛬を⦅成している�表

中の（� ）が生徒数・学⣭数でᬑ通科の内数�。また，ే設の㝃ᒓ中学校�各学年３クラス�との連携も行っている。�
�

課⛬� 学科�
第１学年� 第２学年� 第３学年� ィ�

生徒数� 学⣭数� 生徒数� 学⣭数� 生徒数� 学⣭数� 生徒数� 学⣭数�

全日ไ�
ᬑ通科�
�66㺘㺎㺛��

���� ��
����
�����

��
����

����
（��）�

��
����

����
（��）�

���
����

��� � �

２� ◊✲㛤Ⓨㄢ㢟�
「科学的な知の体系」の習得と，国際的視野や高度な倫理観のᾰ養を通して，「持続可能な社会」を先導するேᮦの

育成を図る教育課⛬の研究開発�
�

㸱� ◊✲௬ㄝ�
国際的視野と高度な倫理観を備え，「持続可能な社会」を先導する科学者・技術者を育成する基盤として(6'を行い，

「科学的な知の体系」を習得する教育課⛬，教育方法を研究開発，実施することにより，�

ア� 科学の基礎的・基本的な内容を༑ศ理解した生徒が育成さࢀる。�

イ� 知を統合し，論理的な思考に基づいて判断し，行ືする能力を持つことができる。�

ウ� ㇏かな๰㐀力と高度な倫理観を持ࡕ，「持続可能な社会」を実現するために先導的なᙺ๭をᢸうែ度が育成さࢀる。�
�

㸲� ◊✲㛤Ⓨࡢෆᐜ�
研究開発課題ならびに研究௬ㄝを㐩成するために，表１に示した目標࢔㹼ウを設定し，㡯目㸦࢔㸧㹼㸦キ㸧に基づく

各種プログラムを構築し，そࢀらの実㊶を行っている。表２に各種プログラムの今年度の実施概要を示している。�
�
表１：┠ᶆཬࡢࡑࡧୗ఩㡯┠࣒ࣛࢢࣟࣉ✀ྛ࡜�

┠ᶆ� 㡯┠� ࣒ࣛࢢࣟࣉ �ྡ

య⣔ࡢ▱࡞Ꮫⓗ⛉」�࢔ ᚓ⩦ࠖࢆ

ᩍ⫱ෆᐜࡿࡍ ᪉࣭ἲࡢ㛤Ⓨ�

㸦࢔㸧科学への興味・関心を高め，高኱᥋続の意識を

養うプログラムの開発�

�，「ロンティアサイエンス講義ࣇ」

「研究ᐊ訪問学習」，「先端研究実習」，

「サイエンスプロ࢙ࢪクトࢶアー」�

㸦イ㸧科学の基礎的・基本的内容の理解の充実を図る

教育内容・方法の開発�
「科学知の探究Ⅰ」�

㸦ウ㸧科学的な思考，判断，表現，及び問題発見，問

題解決，統合的意志決定能力を育てる教育内容・

方法の開発�

「科学知の探究Ⅱ」，�

学校設定科目「現象数理解析」，�

「課題研究」�

イ� ᅜ㝿ⓗど㔝ࣛࢢࣟࣉࡴ⫱ࢆ

�㛤Ⓨࡢ࣒

㸦エ㸧␗文化に対する理解を῝め，他と共生する能力

を育むプログラムの開発�
「海外語学研修」�

㸦オ㸧国際舞台で活躍できる科学者に必要なコミュ

ニケーション能力の育成をめࡊした学習内容・方

法・プログラムの開発�

学校設定科目「科学英語表現」�

ウ� 㧗ᗘ࡞೔⌮ほࢆᾰ㣴ࡋ㸪ࠕᣢ

ࡓࡿࡍඛᑟࢆ఍ࠖ♫࡞⬟ྍ⥆

カࣜキࣗࡢࡵ �㛤Ⓨ࣒ࣛ

㸦カ㸧高度な倫理観をᾰ養する学習内容・方法の開発� 「科学と倫理」，「倫理の探究」�

㸦キ㸧「持続可能な社会」を先導するேᮦを育成する

(6'内容・方法の開発�

「(6'研究」，「(6'汎論」，�

「(6'海外研修」�

�

表２：ྛ✀ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ概せ�

㡯┠� �࣒ࣛࢢࣟࣉ 概せ� ᑐ㇟�

��࢔�

ロンティアサイࣇ

エンス�)6�講義�

先端科学に携ࢃる研究者をᣍいて年３回（数学，生物，地学）の特別講義を

実施した。�

第１，２学年�

中学校３年生�

研究ᐊ訪問学習� ᗈᓥ኱学等において希望する研究ᐊを訪問した。� 第１学年�

先端研究実習�

研究者や኱学㝔生のᣦ導のୗ，実際の先端的研究をᑡே数で┤᥋体㦂するこ

とを通して，研究者の思考やែ度を学ࡪプログラムを㸳つ（数学，物理，化

学，生物，地学）実施した。�

第２学年66コース�

サイエンスプロࢪ

�アーࢶ�63�クト࢙

日本のୡ⏺᭱先端科学を┤᥋研究施設等に㉱いて学ࡪため，理化学研究ᡤ

�᧛☻事業ᡤ・⚄戸事業ᡤ・ィ⟬科学研究ᶵ構）及び⚄戸኱学（統合研究拠点

・㒔ᕷ安全研究センター）での研修を２Ἡ３日で実施した。�

第２学年66コース�

�

�

�イ�� 科学知の探究Ⅰ�
数学と理科において基礎的・基本的な内容の理解の充実を図る教育内容・方

法等を開発し，通常の授業内で実施した。�

中学校・高等学校�

全生徒�

�ウ��

科学知の探究Ⅱ�

科学的な思考，判断，表現，及び問題発見，問題解決，統合的意志決定能力

の育成のための学習内容・方法等を，各教科の特性に応じて全教科で開発し，

通常の授業内で実施した。�

中学校・高等学校�

全生徒�

学校設定科目�

「現象数理解析」�

「現象」をモデル化し，数学的に表現し，科学的な判断力や統合的意志決定

能力を養うために，数理モデリングの手法を習得させ，環境問題や社会問題

について考察させた。�

第２学年66コース�

課題研究�

第２学年は��研究（物理�，化学�，生物�，地学�，数学�），第３学年は

昨年度に引き続いて��研究（物理�，化学�，生物�，数学�）に取り組ん

だ。第２学年では１年間の継続した研究と校内・校外での発表会に参加し，

成果発表を行った。第３学年では研究，論文作成，校内外での発表，各種コ

ンテストへの応募等を行った。�

第２，３学年�

66コース�

�エ��
学校設定科目�

「科学英語表現」�

国際舞台で活躍できる科学者に必要な英語能力の育成が目標であり，平常の

授業に加え，外部講師による特別講義３回，英語合宿を実施した。他のプロ

グラムである「韓国海外・訪日研修」，「課題研究」との相乗効果も図った。�

第２学年66コース�

�オ�� 海外語学研修�
春季休業中にイギリスもしくはオーストラリアでのホームステイ及び現地

の高校や施設で語学研修プログラムを実施した。�
第１学年希望者�

�カ��

科学と倫理� 外部講師による特別講義を２回，そのための事前・事後学習を実施した。� 第１，２学年�

倫理の探究�
各教科の特性に応じて科学と倫理に関係した学習内容・方法等を全教科で開

発し，通常の授業内で実施した。�

中学校・高等学校�

全生徒�

�キ��

(6'海外研修�

連携校である韓国の天安中央高等学校と今年度で連続６年目となる「韓国海

外研修」・「韓国訪日研修」を実施した。「水素」をテーマに物理・化学領域で

の共同科学プログラムを開発・実施した。また，平成��，�� 年度の重点枠

事業において連携したタイのプリンセスチュラボーン・サイエンスハイスク

ール・ムクダハン校と連携し，タイを訪問し，7-�66)����での研究発表なら

びにムクダハン校との連携事業を実施した。�

第２学年�

66コース�韓国��
�
第２学年�

希望者�タイ��

(6'研究�

持続可能な社会の構築にむけて多様な観点から思考・判断する能力を養うた

め，「瀬戸内海」をキーワードに複数教科によるリレー形式の授業，ディベー

ト，校内外での実習等を実施した。�

第２学年�

(6'汎論�
各教科の特性に応じて(6'に関係した学習内容・方法等を全教科で開発し，

通常の授業内で実施した。�

中学校・高等学校�

全生徒�
�
表２の対象が示す通り66コースのみのプログラムの一方で，

「(6'研究」のように第２学年全員対象のものや「科学知の探究

Ⅱ」のように全教科が全学年を対象に実施するものもある。第

３期66+においては，第１，２期における成果と課題に基づき，

生徒全員・教員全員が取り組む学校全体としての66+事業とな

るよう各プログラムを構築し，図１の概念図が示す通り，互い

のプログラムを連関させている。たとえば，第１学年の「)6講

義」を通して科学への興味・関心を高め，「科学知の探究Ⅰ」で

基礎・基本を身に付け，第２学年の「課題研究」の基礎固めを行

う。「先端研究実習」では「課題研究」に必要な高度な知識やス

キルを身に付ける。「科学英語表現」では英語での発表方法や

コミュニケーションスキルを身に付け，「課題研究」の成果発

表や「(6'海外研修」での現地高校生との共同プログラムにおい

て活用する。さらに「(6'海外研修」や「(6'研究」では，「持

続可能な開発」のために不可避な課題への意志決定を行うため

に，目標（ア）のプログラムを通して身に付けた科学的な知識，

科学的データに依拠した考え方，さらにそこに目標（ウ）の「(6'

汎論」，「科学と倫理」や「倫理の探究」で獲得した(6' 視点

や倫理的・社会的側面を加えて，統合的に意志決定する能力を

育成することをねらいとしている。こうした互いに連関するプ

ログラムの相乗効果により，「国際的視野」と「高度な倫理観」

を備え，かつ「科学的な知の体系」を習得した科学的な見方・考え方を基盤に統合的に

意志決定し，「持続可能な社会」を先導する科学者・技術者を育成することをねらいとしている。�

図１：66+概念図�

−9−

第
１
章



�

�

平成���������金�� 「医⒪と⤫ィ㸫データ解析を通してࢃかるࡇと㸫」�

広島大学原爆放射線医科学研究所・教授� 大℧ឿ先生�

平成���������月�� 「自然のᜨみを人間社会にάかすࡵࡓに，᳃と海のつながりを理解しよ࠺」�

広島大学大学院生物ᅪ科学研究科・准教授� ᑠ㊰῟先生�

平成����������金�� 「;線࢞ンマ線で᥈るά動的Ᏹᐂ」�

広島大学大学院理学研究科・教授� ῝ἑ泰ྖ先生�

平成���������土�� 「広島市元Ᏹရにおける㔝外ほ察～ᒾ▼とᆅᙧ発㐩を中ᚰに～（ᆅ学ᐇ習）」広島市元Ᏹရ�

平成���������土�� 「ゼブラフィッシュの行動と生理にᑐするアルコールの影響（生物学ᐇ㦂）」�

広島大学大学院生物ᅪ科学研究科�

平成���������月�� 「数学の研究の進ࡵ᪉㸫ᅗᙧの性質をㄪ࡭る㸫（数理科学ᐇ㦂）」広島大学大学院理学研究科�

平成���������土�� 「ኴ㝧㟁ụのヨసと ᐃのᐇ習（ࢼノデバイス・システムᇶ♏ᐇ㦂）」�

広島大学ࢼノデバイス・バイ࢜⼥合科学研究所�

平成���������日�� 「Pࢽ�トロ安ᜥ㤶㓟࣓チルの合成及び機ჾ分析によるྠᐃ（ᇶ♏有機化学ᐇ㦂）」�

広島大学大学院理学研究科�

平成���������火�，����水�� 広島大学訪問�

平成����～�月� 事前学習�

平成��������水��

～����金��

・理化学研究所�63ULQJ�㸶，ィ⟬科学研究機構�京コンࣆュータ�，&'%等）�

・⚄ᡞ大学（⤫合研究ᣐ点，都市安全研究センター等）�

� 【第２学年66コース】�

平成����月� 全体・分㔝別࢞イダンス，テーマᕼᮃㄪᰝ，グループỴᐃ，テーマのỴᐃ�

平成���������土�� 課題研究発表会（文化祭でのポスター展示）�

平成����������木�� 課題研究中間発表会�

平成����������土�� 中学校・高等学校教育研究大会にてポスターᥖ示，研究సရ展示�

平成���������木�� 66+の日（課題研究最⤊発表会）�

� 【第３学年66コース】�

平成����月～� 研究の⥅⥆，最⤊論文ᥦ出，ྛ✀コンテストへの応ເ�

平成���������土�� 課題研究発表会（文化祭でのポスター展示）�

平成����������土�� 第��回,(((広島ᨭ部学生シンポジ࢘ム（ᒸᒣ）（主催：,(((�㟁気㟁子技術者協会�広島ᨭ部）

参加，ポスター発表「ᑠㄝ文の数理的解析」，「㔝⌫における変๎Ᏺഛシフトの有効性につい

て」２グループともに+,66優Ⰻ高校生プレゼンテーション賞�

平成����������土�� 平成��年度広島県生徒理科研究発表会（広島）（主催：広島県高等学校自然科学㐃┕）参加，

ポスター発表（「課題研究」科学研究㸴グループ）�

平成����������土�� 広島県高等学校生徒理科研究発表会࢜ーラル発表会（広島）（主催：広島県高等学校自然科学

㐃┕）参加，口頭発表「広島市ఝ島における広島ⰼᓵᒾ㢮の分㢮と分ᕸ」最優秀賞（全国⥲合

文化祭出ሙ᥎⸀），「籠の構造と強度について」優秀賞（全国⥲合文化祭出ሙ᥎⸀）�「金ᒓ線

を用いࡓ化学振動」優秀賞，「サカࢼのᚰ理を᥈る～行動と生理機⬟のᐃ㔞的解析～」優秀賞�

平成����������月��

� � � ～����木��

7KDLODQG�-DSDQ�6WXGHQW�6FLHQFH�)DLU�����（主催：7KH�FRPPLWWHH�RI�7-�66)�����等）参

加，ポスター発表「3RWHQWLDO�,PSURYHPHQW�RI�6HZDJH�3XULILFDWLRQ�8VLQJ�2\VWHU�6KHOOV」�

平成��������土�� 第��回⤫ィ教育の᪉法論࣡ークショップ（宮城）（主催：日本⤫ィ学会⤫ィ教育分科会等）に

参加，口頭発表（ࣅデ࢜㘓⏬による）「⤫ィを利用しࡓᑠㄝ文の解析㸫ⰰᕝ賞と直木賞㸫」�

�

�

�

平成���������月�� 日本物理学会第��回-U�セッション（宮城）（主催：日本物理学会）参加，ポスター発表「マ

イクロバブルとその利用」，「籠の構造と強度について」�

平成��������水��

～���木��

平成��年度66+ 生徒研究発表会（大阪）（主催：文部科学省・国立研究開発法人科学技術振

興機構）参加，ポスター発表「３次元空間を充填する泡の立体構造」�

平成���������土�� マス・フェスタ（全国数学生徒研究発表会）（大阪）（主催：大阪府立大手前高等学校）参加，

口頭発表・ポスター発表「コード進行の数理的解析」�

平成 �������� �土�

� �

日本動物学会第��回新潟大会（新潟）（主催：日本動物学会）参加，ポスター発表「ゼブラフ

ィッシュの警報物質の効果と恐怖条件付け」優秀賞�

平成����������日�� 第５回高校生による0,06現象数理学研究発表会（東京）（主催：明治大学）参加，口頭発表・

ポスター発表「避難訓練の数理シミュレーション」優秀賞�

平成����������火�� 第��回広島県科学賞（表彰式）（東広島）（主催：広島県，広島県教育委員会，広島県科学賞

委員会）「箒に本気を出させるには～最適な使用条件の物理的考察～」特選（読売新聞社賞），

「冷凍ドリンクの解凍時の濃度変化について」特選（広島県教育委員会賞），学校賞�

平成����������木�� 朝永振一郎記念第��回「科学の芽」賞（主催：筑波大学），「油脂の加熱処理がリパーゼによ

る油脂の加水分解反応に及ぼす影響」努力賞�

平成����������木�� 第��回日本学生科学賞（東京）（主催：読売新聞社）学校賞�

平成��������木�� 第１回アカデミックライティング講座（講師：ジェフリー・ハート先生（公益財団法人放射線影

響研究所事務局広報出版室室長））�

平成���������木�� プレゼンテーション特別講義（講師：ヴィアヘラー幸代先生（有限会社インスパイア・副代表））�

平成����������月��

～������火��

英語合宿（（財）広島市未来都市創造財団� 広島市国際青年会館）�

指導者：恒松直美先生（広島大学国際センター・准教授），ジェフリー・ハート先生，広島大

学留学生，ラング教育センター$/7，本校教諭�

平成���������金�� 第２回アカデミックライティング講座（講師：ジェフリー・ハート先生）�

平成���������土�� 課題研究ポスター発表及び本校66+の取り組み（文化祭でのポスター展示）�

平成����������木�� 課題研究中間発表会（課題研究ポスター発表，66+事業報告，66コース卒業生講演，卒業生と

の交流会）広島県立広島国泰寺高等学校，安田女子中学・高等学校：ポスター発表に参加，広

島県立西条農業高等学校：ポスター展示�

平成���������木�� 「66+の日」�課題研究ポスター発表，66+事業報告，66コース卒業生講演，卒業生との交流会��

� 【国内】�

第１～３回2(&'広島創生イノベーションスクールに参加� ４名�

第１回：平成���������木�～�����土�，第２回：平成����������土�～����日�，第３回：平成���������木�～����土���

【国外】�

平成���������火�� 韓国海外研修事前学習（講師：朴大王先生�広島修道大学・教授�，藤原隆範�本校教諭�）�

平成����������月�～����木�� (6'韓国海外研修（韓国�天安市）天安中央高等学校訪問�

平成����������日�～����日�� (6'タイ海外研修（タイ）：7-�66)����への参加及びプリンセスチュラボーン・サイエン

スハイスクール・ムクダハン校を訪問�

平成���������火�～����水�� (6'韓国訪日研修（広島）天安中央高等学校来校�

平成����～����� 事前学習・事後学習�

平成�������（水）� （全体の演題）「科学者と歴史家の視点から考える原発・原爆」�

（個別の演題）「『自然科学』における論理性の限界～福島，チェルノブイリ，広島•長崎に共

通するもの～」木村真三先生（獨協医科大学・准教授）�

「国際問題としての原発・原爆と科学者の動き」樋口敏広先生（京都大学白眉セ

ンター・助教，講演当時）�

平成���������火�� 「科学技術をよく考える」直江清隆先生（東北大学大学院文学研究科・教授）�
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�

�

平成���������金�� 「医⒪と⤫ィ㸫データ解析を通してࢃかるࡇと㸫」�

広島大学原爆放射線医科学研究所・教授� 大℧ឿ先生�

平成���������月�� 「自然のᜨみを人間社会にάかすࡵࡓに，᳃と海のつながりを理解しよ࠺」�

広島大学大学院生物ᅪ科学研究科・准教授� ᑠ㊰῟先生�

平成����������金�� 「;線࢞ンマ線で᥈るά動的Ᏹᐂ」�

広島大学大学院理学研究科・教授� ῝ἑ泰ྖ先生�

平成���������土�� 「広島市元Ᏹရにおける㔝外ほ察～ᒾ▼とᆅᙧ発㐩を中ᚰに～（ᆅ学ᐇ習）」広島市元Ᏹရ�

平成���������土�� 「ゼブラフィッシュの行動と生理にᑐするアルコールの影響（生物学ᐇ㦂）」�

広島大学大学院生物ᅪ科学研究科�

平成���������月�� 「数学の研究の進ࡵ᪉㸫ᅗᙧの性質をㄪ࡭る㸫（数理科学ᐇ㦂）」広島大学大学院理学研究科�

平成���������土�� 「ኴ㝧㟁ụのヨసと ᐃのᐇ習（ࢼノデバイス・システムᇶ♏ᐇ㦂）」�

広島大学ࢼノデバイス・バイ࢜⼥合科学研究所�

平成���������日�� 「Pࢽ�トロ安ᜥ㤶㓟࣓チルの合成及び機ჾ分析によるྠᐃ（ᇶ♏有機化学ᐇ㦂）」�

広島大学大学院理学研究科�

平成���������火�，����水�� 広島大学訪問�

平成����～�月� 事前学習�

平成��������水��

～����金��

・理化学研究所�63ULQJ�㸶，ィ⟬科学研究機構�京コンࣆュータ�，&'%等）�

・⚄ᡞ大学（⤫合研究ᣐ点，都市安全研究センター等）�

� 【第２学年66コース】�

平成����月� 全体・分㔝別࢞イダンス，テーマᕼᮃㄪᰝ，グループỴᐃ，テーマのỴᐃ�

平成���������土�� 課題研究発表会（文化祭でのポスター展示）�

平成����������木�� 課題研究中間発表会�

平成����������土�� 中学校・高等学校教育研究大会にてポスターᥖ示，研究సရ展示�

平成���������木�� 66+の日（課題研究最⤊発表会）�

� 【第３学年66コース】�

平成����月～� 研究の⥅⥆，最⤊論文ᥦ出，ྛ✀コンテストへの応ເ�

平成���������土�� 課題研究発表会（文化祭でのポスター展示）�

平成����������土�� 第��回,(((広島ᨭ部学生シンポジ࢘ム（ᒸᒣ）（主催：,(((�㟁気㟁子技術者協会�広島ᨭ部）

参加，ポスター発表「ᑠㄝ文の数理的解析」，「㔝⌫における変๎Ᏺഛシフトの有効性につい

て」２グループともに+,66優Ⰻ高校生プレゼンテーション賞�

平成����������土�� 平成��年度広島県生徒理科研究発表会（広島）（主催：広島県高等学校自然科学㐃┕）参加，

ポスター発表（「課題研究」科学研究㸴グループ）�

平成����������土�� 広島県高等学校生徒理科研究発表会࢜ーラル発表会（広島）（主催：広島県高等学校自然科学

㐃┕）参加，口頭発表「広島市ఝ島における広島ⰼᓵᒾ㢮の分㢮と分ᕸ」最優秀賞（全国⥲合

文化祭出ሙ᥎⸀），「籠の構造と強度について」優秀賞（全国⥲合文化祭出ሙ᥎⸀）�「金ᒓ線

を用いࡓ化学振動」優秀賞，「サカࢼのᚰ理を᥈る～行動と生理機⬟のᐃ㔞的解析～」優秀賞�

平成����������月��

� � � ～����木��

7KDLODQG�-DSDQ�6WXGHQW�6FLHQFH�)DLU�����（主催：7KH�FRPPLWWHH�RI�7-�66)�����等）参

加，ポスター発表「3RWHQWLDO�,PSURYHPHQW�RI�6HZDJH�3XULILFDWLRQ�8VLQJ�2\VWHU�6KHOOV」�

平成��������土�� 第��回⤫ィ教育の᪉法論࣡ークショップ（宮城）（主催：日本⤫ィ学会⤫ィ教育分科会等）に

参加，口頭発表（ࣅデ࢜㘓⏬による）「⤫ィを利用しࡓᑠㄝ文の解析㸫ⰰᕝ賞と直木賞㸫」�

�

�

�

平成���������月�� 日本物理学会第��回-U�セッション（宮城）（主催：日本物理学会）参加，ポスター発表「マ

イクロバブルとその利用」，「籠の構造と強度について」�

平成��������水��

～���木��

平成��年度66+ 生徒研究発表会（大阪）（主催：文部科学省・国立研究開発法人科学技術振

興機構）参加，ポスター発表「３次元空間を充填する泡の立体構造」�

平成���������土�� マス・フェスタ（全国数学生徒研究発表会）（大阪）（主催：大阪府立大手前高等学校）参加，

口頭発表・ポスター発表「コード進行の数理的解析」�

平成 �������� �土�

� �

日本動物学会第��回新潟大会（新潟）（主催：日本動物学会）参加，ポスター発表「ゼブラフ

ィッシュの警報物質の効果と恐怖条件付け」優秀賞�

平成����������日�� 第５回高校生による0,06現象数理学研究発表会（東京）（主催：明治大学）参加，口頭発表・

ポスター発表「避難訓練の数理シミュレーション」優秀賞�

平成����������火�� 第��回広島県科学賞（表彰式）（東広島）（主催：広島県，広島県教育委員会，広島県科学賞

委員会）「箒に本気を出させるには～最適な使用条件の物理的考察～」特選（読売新聞社賞），

「冷凍ドリンクの解凍時の濃度変化について」特選（広島県教育委員会賞），学校賞�

平成����������木�� 朝永振一郎記念第��回「科学の芽」賞（主催：筑波大学），「油脂の加熱処理がリパーゼによ

る油脂の加水分解反応に及ぼす影響」努力賞�

平成����������木�� 第��回日本学生科学賞（東京）（主催：読売新聞社）学校賞�

平成��������木�� 第１回アカデミックライティング講座（講師：ジェフリー・ハート先生（公益財団法人放射線影

響研究所事務局広報出版室室長））�

平成���������木�� プレゼンテーション特別講義（講師：ヴィアヘラー幸代先生（有限会社インスパイア・副代表））�

平成����������月��

～������火��

英語合宿（（財）広島市未来都市創造財団� 広島市国際青年会館）�

指導者：恒松直美先生（広島大学国際センター・准教授），ジェフリー・ハート先生，広島大

学留学生，ラング教育センター$/7，本校教諭�

平成���������金�� 第２回アカデミックライティング講座（講師：ジェフリー・ハート先生）�

平成���������土�� 課題研究ポスター発表及び本校66+の取り組み（文化祭でのポスター展示）�

平成����������木�� 課題研究中間発表会（課題研究ポスター発表，66+事業報告，66コース卒業生講演，卒業生と

の交流会）広島県立広島国泰寺高等学校，安田女子中学・高等学校：ポスター発表に参加，広

島県立西条農業高等学校：ポスター展示�

平成���������木�� 「66+の日」�課題研究ポスター発表，66+事業報告，66コース卒業生講演，卒業生との交流会��

� 【国内】�

第１～３回2(&'広島創生イノベーションスクールに参加� ４名�

第１回：平成���������木�～�����土�，第２回：平成����������土�～����日�，第３回：平成���������木�～����土���

【国外】�

平成���������火�� 韓国海外研修事前学習（講師：朴大王先生�広島修道大学・教授�，藤原隆範�本校教諭�）�

平成����������月�～����木�� (6'韓国海外研修（韓国�天安市）天安中央高等学校訪問�

平成����������日�～����日�� (6'タイ海外研修（タイ）：7-�66)����への参加及びプリンセスチュラボーン・サイエン

スハイスクール・ムクダハン校を訪問�

平成���������火�～����水�� (6'韓国訪日研修（広島）天安中央高等学校来校�

平成����～����� 事前学習・事後学習�

平成�������（水）� （全体の演題）「科学者と歴史家の視点から考える原発・原爆」�

（個別の演題）「『自然科学』における論理性の限界～福島，チェルノブイリ，広島•長崎に共

通するもの～」木村真三先生（獨協医科大学・准教授）�

「国際問題としての原発・原爆と科学者の動き」樋口敏広先生（京都大学白眉セ

ンター・助教，講演当時）�

平成���������火�� 「科学技術をよく考える」直江清隆先生（東北大学大学院文学研究科・教授）�
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平成���������金�� 広島県立西条農業高等学校との交流事業�

平成���������土�� 広島県立広島国泰寺高等学校主催「66+事業報告会・生徒発表会」において課題研究のポスター

発表（「タンパク質の音楽の数理的解析」，「トンボの翅とボロノイ図の関係について」）�

平成��������金�～���土�� 中国地区66+校担当者交流会（主催：島根県立出雲高等学校）にて口頭発表�

平成����������金�� 第５回広島大学附属学校園合同研究フォーラム（主催：広島大学）にて66+事業に関す

る口頭発表�

平成���������金�� 平成 �� 年度広島県高等学校教育研究・実践合同発表会（主催：広島県教育委員会）に

て66+事業に関するポスター発表�

平成���������土�� 平成��年度授業研究会（主催：東京学芸大学附属国際中等教育学校）での66+情報交

換会にて66+事業に関する口頭発表�

各66+事業直後に生徒等へのアンケートを実施し，データ整理及び分析を行っている。

平成���������金�� 第１学年対象66+教育調査�

平成���������水�� 第１回66+教育調査（全学年）�

平成����������水�� 第２回66+教育調査（全学年）�

平成����月� 66+運営指導委員に評価・講評の依頼�

平成���������金��第１回� ・第３期66+第４年次の概要� � ・予算の執行�

平成���������水��第２回� ・運営指導委員との連携�評価規準等�� � ・実施内容の概要（成果と課題）� �

・今後の予定� � ・66+研究開発実施報告書執筆要領�

平成����������月�第３回� ・今年度の成果と課題� � ・来年度の計画� � ・+��年度重点枠申請�

平成���������水��第１回� ・第３期第４年次66+事業全体説明� � ・66+事業に関する質疑，応答�

平成���������木��第２回� ・今年度の66+事業報告� � ・運営指導委員による評価説明，�

・来年度の66+事業の説明� � ・重点枠ヒアリング� � ・66+事業に関する質疑，応答�

藤井浩樹・平松敦史・梶山耕成，「'HYHORSPHQW�RI�/HVVRQ�0RGHO�RQ�WKH�7RSLF�RI�'LVSRVDO�)RRG�&RQWDLQHU�LQ�+LJK�

6FKRRO�&KHPLVWU\��)RFXV�RQ�6WXGHQWV’�$ELOLWLHV�WR�0DNH�$SSURSULDWH�-XGJPHQW」��7KH�6L[WK�1,&(��1HWZRUN�IRU�

,QWHU�$VLDQ�&KHPLVWU\�(GXFDWRUV��&RQIHUHQFH���0LUDLNDQ�������年�月��日．�

平成��������金�� 66コース希望者本調査�

平成���������木�� 選考委員委嘱（副校長，教務部長，生徒部長，研究部長，第�学年主任，66コース担任，66+

学校設定科目担当者）�

平成���������火�� 第１回選考委員会（選考方針・日程等の決定）�

平成��������月�� 第１学年に66コース募集日程，小論文実施日等を連絡，教室掲示�

平成��������月�� 第１回66コース希望生徒への説明会�

平成���������月�� 小論文実施（小論文課題：なぜ，あなたは66クラスを希望しますか。その理由を���字程度

でできるだけ具体的に述べてください）�

平成���������水�� 第２回選考委員会（66コース生徒の決定）�

平成���������金�� 第１次募集選考結果通知�

平成���������木�� 第２回66コース希望生徒への説明会�

平成��������水�� 小論文実施（小論文課題：66クラスで取り組みたいことについて���字程度で具体的に述べて

ください）�

平成��������金�� 第３回選考委員会（66コース生徒の決定）�

平成���������木�� 第２次募集選考結果通知�
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研修地 本校大会議室 講師 ヴィアヘラー幸代先生（有限会社インスパイア・副代表）

研修地 本校大会議室 講師 ジェフリー・ハート先生（公益財団法人放射線影響研究所）

研修地
（財）広島市未来都市創造財団
 広島市国際青年会館

講師・
指導助言

ジェフリー・ハート先生，恒松直美先生（広島大学国際センター国際教育部門・准教授），
Mr.Ryan Baker・Mr.Danny Matson（ラング教育センター），広島大学留学生3名

「プレゼンテーション特別講座」　日時：2015年7月23日（木）9:00～12:00

「アカデミックライティングワークショップ」　日時：2015年7月2日（木）13:10～14:10（第1回），2016年2月26日（金）9:40～10:40（第2回）

「英語合宿」　日時：2015年11月30日（月）～12月1日（火）（１泊２日）

8月

（英語合宿） 演習１泊２日

1月 プレゼンテーションのまとめ 演習３時間

SS David Harrison & Charles LeBeau (2009) Speaking of Speech  . MACMILLAN
PG Noboru Matsuoka, Takashi Tachino, Hiroko Miyake (2014) Presentations to Go (CENGAGE Learning)

4月 プレゼンテーションにおけるPhysical messageの基本が出来る

効果的視覚資料の原理を理解しプレゼンテーションにおいて効果的に提示することが出来る
5月

プレゼンテーションの基本知識

Introducing yourself (PG) 他

Effective visuals (SS)他

Introducing Japan (PG)他 「情報伝達」＋「説得」のプレゼンテーションを効果的なスライドを用いて行うことが出来る

6月 㼀he 㻮ody (SS) プレゼンテーションでよく用いる表現を身につけ、まとまりのある発表が出来る。

㻾evie㼣 of the 㼣or㼗 （特別セミナー） １学期間に学習したことを総合して用いることが出来る
7月

プレゼンテーションに必要な表現

（１学期末テスト：テスト，パフォーマンス評価）

演習１時間

グラフの説明(PG) グラフの説明や論理的な展開などの表現を理解し用いることが出来る
9月 理科系論文（プリント資料） 関連教科と合同で，課題研究に関わる英語文献を読み，基本的な語彙や表現を理解する。

10月
課題研究に関わる英文ポスター作成

課題研究レポート 課題研究の内容についてポスター発表の資料を英語で作成し、クラスで発表することが出来る。

科学英語表現の基礎学習

科学的内容の文献講読

ポスター発表の実際11月

１２月
(２学期末テスト:レポート、パフォーマンス評価）

演習４時間

まとめ、総合評価（１時間）
3月

これまでの学習を振り返り、総合的に用いることが出来る。

（３学期末テスト；レポート、パフォーマンス評価）

１時間

課題研究レポート
科学的な内容を扱った英文を読み理解することが出来る

2月 英文アブストラクトの表現 プリント資料講義・演習３時間

講義・演習４時間

講義２時間

演習３時間

講義・演習10時間

講義・演習３時間

㻭 科学的な内容について，積極的に英語で議論し内容を深めようとしている

㻮 科学的な内容について，積極的に英語で議論しようとしている

㻯 科学的な内容について，英語で議論しようとしている

㻭 科学的な内容について，論理的に整理し，聞き手に分かりやすく英語で発表している。

㻮 科学的な内容について，論理展開や聞き手を意識しながら英語で発表している。

㻯 科学的な内容について英語で発表している。

㻭 科学的内容について英語で読んだり聞いたりし，これまでの知識と合わせて理解を深めることができる。

㻮 科学的内容について英語で読んだり聞いたりし，理解することができる。

㻯 科学的内容について英語で読んだり聞いたりし，その概要を理解することができる。

㻭 効果的なプレゼンテーションの方法について十分な知識がある

㻮 効果的なプレゼンテーションの方法について知識がある

㻯 効果的なプレゼンテーションの方法についての知識が不十分である

㻭 文化の多様性や相違点・類似点に気付き，柔軟に対応して積極的に話しかけようとしている

㻮 文化の多様性や文化的相違点・類似点に気付き，柔軟に対応して話しかけようとしている

㻯 文化的な多様性に気付き，柔軟に対応しようとしている

科学的な内容について積極的に
英語で議論しようとしている

ア　科学的内容に関するコミュニケーションへの関心・意欲・態度

観察

イ　科学的内容に関する外国語表現の能力

オ　国際的視野・態度

文化の多様性や文化的相違点・
類似点に気付き柔軟に対応し話し
かけようとしている

パフォー
マンス

科学的な内容について，聞き手を
意識しながらわかりやすく発表する
ことができる

科学的内容について英語で読ん
だり聞いたりし理解することができ
る

レポート

効果的なプレゼンテーションの方
法についての知識がある

テスト

エ　プレゼンテーションに関する知識・理解

ウ　科学的内容に関する外国語理解の能力

観察・レ
ポート
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効果的視覚資料の原理を理解しプレゼンテーションにおいて効果的に提示することが出来る
5月

プレゼンテーションの基本知識

Introducing yourself (PG) 他

Effective visuals (SS)他

Introducing Japan (PG)他 「情報伝達」＋「説得」のプレゼンテーションを効果的なスライドを用いて行うことが出来る

6月 㼀he 㻮ody (SS) プレゼンテーションでよく用いる表現を身につけ、まとまりのある発表が出来る。

㻾evie㼣 of the 㼣or㼗 （特別セミナー） １学期間に学習したことを総合して用いることが出来る
7月

プレゼンテーションに必要な表現

（１学期末テスト：テスト，パフォーマンス評価）

演習１時間

グラフの説明(PG) グラフの説明や論理的な展開などの表現を理解し用いることが出来る
9月 理科系論文（プリント資料） 関連教科と合同で，課題研究に関わる英語文献を読み，基本的な語彙や表現を理解する。

10月
課題研究に関わる英文ポスター作成

課題研究レポート 課題研究の内容についてポスター発表の資料を英語で作成し、クラスで発表することが出来る。

科学英語表現の基礎学習

科学的内容の文献講読

ポスター発表の実際11月

１２月
(２学期末テスト:レポート、パフォーマンス評価）

演習４時間

まとめ、総合評価（１時間）
3月

これまでの学習を振り返り、総合的に用いることが出来る。

（３学期末テスト；レポート、パフォーマンス評価）

１時間

課題研究レポート
科学的な内容を扱った英文を読み理解することが出来る

2月 英文アブストラクトの表現 プリント資料講義・演習３時間

講義・演習４時間

講義２時間

演習３時間

講義・演習10時間

講義・演習３時間

㻭 科学的な内容について，積極的に英語で議論し内容を深めようとしている

㻮 科学的な内容について，積極的に英語で議論しようとしている

㻯 科学的な内容について，英語で議論しようとしている

㻭 科学的な内容について，論理的に整理し，聞き手に分かりやすく英語で発表している。

㻮 科学的な内容について，論理展開や聞き手を意識しながら英語で発表している。

㻯 科学的な内容について英語で発表している。

㻭 科学的内容について英語で読んだり聞いたりし，これまでの知識と合わせて理解を深めることができる。

㻮 科学的内容について英語で読んだり聞いたりし，理解することができる。

㻯 科学的内容について英語で読んだり聞いたりし，その概要を理解することができる。

㻭 効果的なプレゼンテーションの方法について十分な知識がある

㻮 効果的なプレゼンテーションの方法について知識がある

㻯 効果的なプレゼンテーションの方法についての知識が不十分である

㻭 文化の多様性や相違点・類似点に気付き，柔軟に対応して積極的に話しかけようとしている

㻮 文化の多様性や文化的相違点・類似点に気付き，柔軟に対応して話しかけようとしている

㻯 文化的な多様性に気付き，柔軟に対応しようとしている

科学的な内容について積極的に
英語で議論しようとしている

ア　科学的内容に関するコミュニケーションへの関心・意欲・態度

観察

イ　科学的内容に関する外国語表現の能力

オ　国際的視野・態度

文化の多様性や文化的相違点・
類似点に気付き柔軟に対応し話し
かけようとしている

パフォー
マンス

科学的な内容について，聞き手を
意識しながらわかりやすく発表する
ことができる

科学的内容について英語で読ん
だり聞いたりし理解することができ
る

レポート

効果的なプレゼンテーションの方
法についての知識がある

テスト

エ　プレゼンテーションに関する知識・理解

ウ　科学的内容に関する外国語理解の能力

観察・レ
ポート
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� 地域や県内66+校（広島県立西条農業高等学校，広島県立広島国泰寺高等学校，安田女子中学・高等学校）との連携

事業を通じて，本校66+事業で得られた成果を普及させることを目的としている。また，県内66+校とのネットワーク

の構築を行うことで，相互に研鑽を図り，取組を一層充実させていく。�

�

広島県立西条農業

高等学校との交流

事業�

平成 �� 年

６／��（金）�

�����～�

������

高等学校第２学年

66コース��名，高

等学校第３学年 66

コース４名�

西条農業高等学校を訪問し，教育施設や設備の見学，授業体験（学科別・

全７学科），課題研究の成果報告やディスカッションを実施し，生徒間交

流を図った。課題研究の成果報告では，本校から数学と生物に関する課題

研究２グループが口頭発表を行い，西条農業高等学校からは各学科で進

めている��グループがポスター発表を行った。ディスカッションでは，

「安心で安全で安定的な供給が可能なエネルギーを考える」をテーマに

グループに分かれて意見交流を行った。両校とも事前学習を行った上で，

意見交流を進め，アイデアを発表した。�

平成�� 年度 66+ 課

題研究中間発表会

への県内66+校生徒

の参加�

平成 �� 年

��／��（木）�

�����～�

������

中学校第３学年全

員，高等学校第１学

年全員，高等学校第

２学年66コース��

名，広島県立広島国

泰寺高等学校・安田

女子中学・高等学校

の生徒�

今年度前半に行った取組の生徒による報告（西条農業高等学校との交

流事業，サイエンスプロジェクトツアー，韓国海外研修），66コース卒業

生２名を招いての講演・交流会，課題研究（��テーマ）の発表を行った。

課題研究の発表では，広島国泰寺高等学校，安田女子中学・高等学校（広

島県立西条農業高等学校はポスター展示のみ�が発表に加わり，本校第１

学年の生徒を対象にポスター発表を行った。発表の際，第１学年の生徒に

は各発表の研究内容や発表の仕方などを評価させ，発表後，その結果を発

表者にフィードバックした。�

平成 �� 年度広島県

立広島国泰寺高等

学校 66+ 事業報告

会・生徒発表会への

本校生徒の参加�

平成 �� 年

２／��（土）�

�����～�

������

高等学校第２学年

66コース５名�

午前は，第２学年66コースの生徒が，課題研究（２テーマ）について

広島国泰寺高等学校の生徒をはじめとする来場者にポスターセッション

で発表を行った。午後は，広島国泰寺高等学校の66+事業の報告が行われ

た。�

平成��年度「66+の

日」（事業成果報告

会ならびに課題研

究最終発表会）�

平成 �� 年

２／��（木）�

�����～�

������

中学校第３学年全

員，高等学校第１学

年全員，高等学校第

２学年66コース��

名�

午前は，今年度の事業報告ならびに第２学年66コース生徒による韓国

訪日研修・タイ海外研修の報告を行った。また，66 コース卒業生２名に

よる講演を行い，当時の課題研究の取り組み，66 コースに入って良かっ

たこと，現在大学や職場で取り組んでいる研究内容の紹介などについて

語っていただいた。午後は，第２学年66コース生徒が，１年間の課題研

究の成果についてポスター発表した。今年度もポスター発表前に「アピー

ルタイム」と題して参加者全員に研究概要を英語で説明した。日本語と英

語のポスターを作成し，中学校第３学年には日本語で，留学生の方には英

語でそれぞれ説明を行った。発表後は，指導助言者である西森拓先生，前

原俊信先生，吉田将之先生から専門的な指導・助言をいただいた。また，

課題研究発表会と並行して，66 コース卒業生との交流会を実施し，中学

第３学年に対して，講演を行った２名を含めた３名の卒業生から66コー

スの体験談や現在の大学生活の様子を語っていただくとともに在校生か

らの質問に答えていただいた。�

� 他校との交流を行うことは，66+ 事業で得られた成果の普及だけに止まらない。第２学年 66 コースの生徒にとって

は，他校の課題研究について知る機会をはじめ，研究の意義や研究者としての在り方を考え，将来の自分の姿を描く機

会にもなり，大変有益である。しかし，他校との交流が多くなるほどその準備に時間が割かれ，研究そのものを進める

時間の確保が課題になる。県内66+校との交流の内容や時期などについて再検討を行う時期に入ってきている。なお，

課題研究発表会に，中学校第３学年の生徒，３学期に66コースの選考を控える高等学校第１学年の生徒を参加させるこ

とは，66+事業の内容を再度確認するだけではなく，66コースに入る明確な意志を持たせるためにも重要であり，今後

も継続して行うことが必要である。�
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� 地域や県内66+校（広島県立西条農業高等学校，広島県立広島国泰寺高等学校，安田女子中学・高等学校）との連携

事業を通じて，本校66+事業で得られた成果を普及させることを目的としている。また，県内66+校とのネットワーク

の構築を行うことで，相互に研鑽を図り，取組を一層充実させていく。�

�

広島県立西条農業

高等学校との交流

事業�

平成 �� 年

６／��（金）�

�����～�

������

高等学校第２学年

66コース��名，高

等学校第３学年 66

コース４名�

西条農業高等学校を訪問し，教育施設や設備の見学，授業体験（学科別・

全７学科），課題研究の成果報告やディスカッションを実施し，生徒間交

流を図った。課題研究の成果報告では，本校から数学と生物に関する課題

研究２グループが口頭発表を行い，西条農業高等学校からは各学科で進

めている��グループがポスター発表を行った。ディスカッションでは，

「安心で安全で安定的な供給が可能なエネルギーを考える」をテーマに

グループに分かれて意見交流を行った。両校とも事前学習を行った上で，

意見交流を進め，アイデアを発表した。�

平成�� 年度 66+ 課

題研究中間発表会

への県内66+校生徒

の参加�

平成 �� 年

��／��（木）�

�����～�

������

中学校第３学年全

員，高等学校第１学

年全員，高等学校第

２学年66コース��

名，広島県立広島国

泰寺高等学校・安田

女子中学・高等学校

の生徒�

今年度前半に行った取組の生徒による報告（西条農業高等学校との交

流事業，サイエンスプロジェクトツアー，韓国海外研修），66コース卒業

生２名を招いての講演・交流会，課題研究（��テーマ）の発表を行った。

課題研究の発表では，広島国泰寺高等学校，安田女子中学・高等学校（広

島県立西条農業高等学校はポスター展示のみ�が発表に加わり，本校第１

学年の生徒を対象にポスター発表を行った。発表の際，第１学年の生徒に

は各発表の研究内容や発表の仕方などを評価させ，発表後，その結果を発

表者にフィードバックした。�

平成 �� 年度広島県

立広島国泰寺高等

学校 66+ 事業報告

会・生徒発表会への

本校生徒の参加�

平成 �� 年

２／��（土）�

�����～�

������

高等学校第２学年

66コース５名�

午前は，第２学年66コースの生徒が，課題研究（２テーマ）について

広島国泰寺高等学校の生徒をはじめとする来場者にポスターセッション

で発表を行った。午後は，広島国泰寺高等学校の66+事業の報告が行われ

た。�

平成��年度「66+の

日」（事業成果報告

会ならびに課題研

究最終発表会）�

平成 �� 年

２／��（木）�

�����～�

������

中学校第３学年全

員，高等学校第１学

年全員，高等学校第

２学年66コース��

名�

午前は，今年度の事業報告ならびに第２学年66コース生徒による韓国

訪日研修・タイ海外研修の報告を行った。また，66 コース卒業生２名に

よる講演を行い，当時の課題研究の取り組み，66 コースに入って良かっ

たこと，現在大学や職場で取り組んでいる研究内容の紹介などについて

語っていただいた。午後は，第２学年66コース生徒が，１年間の課題研

究の成果についてポスター発表した。今年度もポスター発表前に「アピー

ルタイム」と題して参加者全員に研究概要を英語で説明した。日本語と英

語のポスターを作成し，中学校第３学年には日本語で，留学生の方には英

語でそれぞれ説明を行った。発表後は，指導助言者である西森拓先生，前

原俊信先生，吉田将之先生から専門的な指導・助言をいただいた。また，

課題研究発表会と並行して，66 コース卒業生との交流会を実施し，中学

第３学年に対して，講演を行った２名を含めた３名の卒業生から66コー

スの体験談や現在の大学生活の様子を語っていただくとともに在校生か

らの質問に答えていただいた。�

� 他校との交流を行うことは，66+ 事業で得られた成果の普及だけに止まらない。第２学年 66 コースの生徒にとって

は，他校の課題研究について知る機会をはじめ，研究の意義や研究者としての在り方を考え，将来の自分の姿を描く機

会にもなり，大変有益である。しかし，他校との交流が多くなるほどその準備に時間が割かれ，研究そのものを進める

時間の確保が課題になる。県内66+校との交流の内容や時期などについて再検討を行う時期に入ってきている。なお，

課題研究発表会に，中学校第３学年の生徒，３学期に66コースの選考を控える高等学校第１学年の生徒を参加させるこ

とは，66+事業の内容を再度確認するだけではなく，66コースに入る明確な意志を持たせるためにも重要であり，今後

も継続して行うことが必要である。�
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� 各プログラムの成果と課題及びࡑの効果については第３❶においてヲ述した。ここでは，プログラム全体を通

した生徒への効果を記す。௒年ᗘからの試みとして，プログラム全体を通して，生徒が「科学」をどのように理

解しているか，つまり「科学についての知識（NQRZOHGJH�DERXW�VFLHQFH）」をどれだけ習ᚓしているかを᳨ドす

るための調査を実施した。調査は，全学年生徒（第３学年（66 コース㸸�� ྡ，一般コース㸸��� ྡ），第２学年

�66㸸�� ྡ，一般㸸��� ྡ�，第１学年全員���� ྡ�）を対㇟に行い，���� 年㸵月（第１学年のみ４月），�� 月の

２回に分けて実施した。なお，調査はすべて自由記述ᘧとした。各回の調査内容は次の通りである。�
�

�
� 評価は，設ၥごとの評価つ‽とルーࣈリࢡࢵを設定し，２・１・㸮の３段階で点数化した。下表に，第１回の

設ၥ３と第２回の設ၥ２の評価つ‽とルーࣈリࢡࢵを示した。また，評価は」数教員により重」実施した。�
�

�
� � なお，評価つ‽及びルーࣈリࢡࢵ作成におけるᘬ⏝・ཧ考文⊩は以下の通りである。�
㸨⡿ᅜ・カリフ࢛ル࢔ࢽ大学バーࢡレー校:HE࣌ーࢪ「8QGHUVWDQGLQJ�6FLHQFH�KRZ�VFLHQFH�UHDOO\�ZRUNV」�
（KWWS���XQGVFL�EHUNHOH\�HGX�LQGH[�SKS）�

㸨⤒̈̀ 協力開発機構（2(&'）・ᅜ立教育ᨻ⟇研究ᡤ（����），「3,6$����調査㸫評価のᯟ組み，2(&'生徒の学習฿㐩ᗘ調査」，明▼᭩ᗑ，SS��������㸬�
㸨㉺㔝省୕ ��ዉ良ዪᏊ大学㝃ᒓ中➼教育学校研究⣖要，9RO���，SS，「した理科カリキュラムづくりࡊ3,6$型科学的思考力育成をめ」，（����）か࡯
�����㸬�

�

� 次のグラフは，各回の設ၥごとの平ᆒ点を，第１学年（１全），第２学年一般コース（２般），第２学年66コー

ス（２66），第３学年一般コース（３般），第３学年66コース（３66）に分けて示したものである。�
�

�   
� 各設ၥとも，第３学年66コースが᭱も高い್を示しており，㸳ၥ中４ၥについて平ᆒが１点（㸳割）を超えて

いる。第２学年66コースに関しては，第１回の設ၥ１でややపい್となったが，第１回の設ၥ２と設ၥ３，第２

回の設ၥ１では，第３学年66コースに次いで高い್となった。特に，第１回の設ၥ１と第２回の設ၥ１とのẚ㍑

で大きな上᪼が見られている。一般コースに関しては，第１回の設ၥ２・設ၥ３及び第２回の設ၥ１ではどの学

年も66コースとẚ㍑してపい್であったが，第２回の設ၥ２では，第２学年66コースとのᕪが࡯とんど見られ

なかった。特に，第２回の設ၥ２では，第２学年の一般コースがわࡎかに66コースを上回る結果となった。�

� ௒年ᗘからの実施であり，第２学年66コースの次年ᗘでの⤒年変化➼を見る必要があるが，第３学年66コー

スの結果が᭱も高いことから，「科学についての知識」の定╔においては，「課題研究」や「現㇟数理解析」➼の

学校設定科目をはじめとした，66 コース対㇟のプログラムの効果によるものだといえる。第２回の設ၥ１など，

生徒にとってၥいが分かりにくいものもあったため，設ၥ内容の᳨ウをྵめ，⥅⥆的な調査を行う。�

�

第２期より⥅⥆している質ၥ⣬法による意識調査の結果をもとに，生徒への効果について記す。௒年ᗘは����

年４月に第１学年全員，��月に全学年生徒を対㇟に実施した。調査に౑⏝した質ၥ㡯目は，下の㸿と㹀の論文か

らのᘬ⏝もしくはࡑれらをཧ考にして作成しており，大ูして「 」，「

」，「 」，「 」から構成されている。また，3,6$の「

」からもᘬ⏝して実施した。�
�
㸿�+VLDR�/LQ�7XDQ��&KL�&KLQ�&KLQ�DQG�6K\DQJ�+RUQJ6KLHK���������7KH�GHYHORSPHQW�RI�D�TXHVWLRQQDLUH�WR�PHDVXUH�

VWXGHQWV �̓PRWLYDWLRQ�WRZDUGV�VFLHQFH�OHDUQLQJ��,QWHUQDWLRQDO�-RXUQDO�RI�6FLHQFH�(GXFDWLRQ�������������� 
㹀�-D\QH�(��6WDNH�DQG�.HQQHWK�5��0DUHV���������6FLHQFH�(QULFKPHQW�3URJUDPV�IRU�*LIWHG�+LJK�*LUOV�DQG�%R\V��3UHGLFWRUV�

RI�3URJUDP�,PSDFW�RQ�6FLHQFH�&RQILGHQFH�DQG�0RWLYDWLRQ��-RXUQDO�RI�5HVHDUFK�LQ�6FLHQFH�7HDFKLQJ���������������� 
�
これらの調査結果を示したᚋ述の各表中の数್は，㑅ᢥ⫥である「とてもࡑう思う���，ࡑう思う���，どࡕら

ともいえない���，ࡑう思わない����，全くࡑう思わない����」に対して，�� �内の数್を当てはめ，平ᆒ್を⟬

ฟしたものである。各表に示

した３つの数್はྑ表で示

した調査᫬のものである。ま

た，上段と中段をẚ㍑して7

᳨定による有意確⋡Sが＜����であったものには

，＜���であったものには
を付している。▮༳は，有意ᕪが

ある場ྜに，上᪼していればЌを，下㝆していればЎを付している。ຍえて，以下の文❶では，第１㹼３学年を

れ１㹼３年，66ࡒれࡑ コースを 66，一般コースを一般と略記している。ま66，ࡎ コースを設置している２，３

年からᴫ観し，１年についてはᚋ述する。�
�

３年 66 と３年一般，２年 66 と２年一般をẚ㍑すると，ともにすべての質ၥ㡯目で 66 の方が⫯定的回答の割

ྜ�以下，平ᆒ್とする�が高く，すべての質ၥ㡯目において有意ᕪがあった。66コースの方が「科学に対する自

己効力ឤ」が高いと言える。また，平ᆒ್の᭱大が�であるため，３年66の平ᆒ್は高く，有意ᕪがある࡯どに

上᪼している㡯目もある。このことからも３年66は「科学に対する自己効力ឤ」がかなり高いと言える。なお，

౛年のഴ向である２年66・一般ともに１年のときとẚ㍑して平ᆒ್のప下がみられる。学習内容の㞴化がཎᅉで

あると考えられる。�
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� 各プログラムの成果と課題及びࡑの効果については第３❶においてヲ述した。ここでは，プログラム全体を通

した生徒への効果を記す。௒年ᗘからの試みとして，プログラム全体を通して，生徒が「科学」をどのように理

解しているか，つまり「科学についての知識（NQRZOHGJH�DERXW�VFLHQFH）」をどれだけ習ᚓしているかを᳨ドす

るための調査を実施した。調査は，全学年生徒（第３学年（66 コース㸸�� ྡ，一般コース㸸��� ྡ），第２学年

�66㸸�� ྡ，一般㸸��� ྡ�，第１学年全員���� ྡ�）を対㇟に行い，���� 年㸵月（第１学年のみ４月），�� 月の

２回に分けて実施した。なお，調査はすべて自由記述ᘧとした。各回の調査内容は次の通りである。�
�

�
� 評価は，設ၥごとの評価つ‽とルーࣈリࢡࢵを設定し，２・１・㸮の３段階で点数化した。下表に，第１回の

設ၥ３と第２回の設ၥ２の評価つ‽とルーࣈリࢡࢵを示した。また，評価は」数教員により重」実施した。�
�

�
� � なお，評価つ‽及びルーࣈリࢡࢵ作成におけるᘬ⏝・ཧ考文⊩は以下の通りである。�
㸨⡿ᅜ・カリフ࢛ル࢔ࢽ大学バーࢡレー校:HE࣌ーࢪ「8QGHUVWDQGLQJ�6FLHQFH�KRZ�VFLHQFH�UHDOO\�ZRUNV」�
（KWWS���XQGVFL�EHUNHOH\�HGX�LQGH[�SKS）�

㸨⤒̈̀ 協力開発機構（2(&'）・ᅜ立教育ᨻ⟇研究ᡤ（����），「3,6$����調査㸫評価のᯟ組み，2(&'生徒の学習฿㐩ᗘ調査」，明▼᭩ᗑ，SS��������㸬�
㸨㉺㔝省୕ ��ዉ良ዪᏊ大学㝃ᒓ中➼教育学校研究⣖要，9RO���，SS，「した理科カリキュラムづくりࡊ3,6$型科学的思考力育成をめ」，（����）か࡯
�����㸬�

�

� 次のグラフは，各回の設ၥごとの平ᆒ点を，第１学年（１全），第２学年一般コース（２般），第２学年66コー

ス（２66），第３学年一般コース（３般），第３学年66コース（３66）に分けて示したものである。�
�

�   
� 各設ၥとも，第３学年66コースが᭱も高い್を示しており，㸳ၥ中４ၥについて平ᆒが１点（㸳割）を超えて

いる。第２学年66コースに関しては，第１回の設ၥ１でややపい್となったが，第１回の設ၥ２と設ၥ３，第２

回の設ၥ１では，第３学年66コースに次いで高い್となった。特に，第１回の設ၥ１と第２回の設ၥ１とのẚ㍑

で大きな上᪼が見られている。一般コースに関しては，第１回の設ၥ２・設ၥ３及び第２回の設ၥ１ではどの学

年も66コースとẚ㍑してపい್であったが，第２回の設ၥ２では，第２学年66コースとのᕪが࡯とんど見られ

なかった。特に，第２回の設ၥ２では，第２学年の一般コースがわࡎかに66コースを上回る結果となった。�

� ௒年ᗘからの実施であり，第２学年66コースの次年ᗘでの⤒年変化➼を見る必要があるが，第３学年66コー

スの結果が᭱も高いことから，「科学についての知識」の定╔においては，「課題研究」や「現㇟数理解析」➼の

学校設定科目をはじめとした，66 コース対㇟のプログラムの効果によるものだといえる。第２回の設ၥ１など，

生徒にとってၥいが分かりにくいものもあったため，設ၥ内容の᳨ウをྵめ，⥅⥆的な調査を行う。�

�

第２期より⥅⥆している質ၥ⣬法による意識調査の結果をもとに，生徒への効果について記す。௒年ᗘは����

年４月に第１学年全員，��月に全学年生徒を対㇟に実施した。調査に౑⏝した質ၥ㡯目は，下の㸿と㹀の論文か

らのᘬ⏝もしくはࡑれらをཧ考にして作成しており，大ูして「 」，「

」，「 」，「 」から構成されている。また，3,6$の「

」からもᘬ⏝して実施した。�
�
㸿�+VLDR�/LQ�7XDQ��&KL�&KLQ�&KLQ�DQG�6K\DQJ�+RUQJ6KLHK���������7KH�GHYHORSPHQW�RI�D�TXHVWLRQQDLUH�WR�PHDVXUH�

VWXGHQWV �̓PRWLYDWLRQ�WRZDUGV�VFLHQFH�OHDUQLQJ��,QWHUQDWLRQDO�-RXUQDO�RI�6FLHQFH�(GXFDWLRQ�������������� 
㹀�-D\QH�(��6WDNH�DQG�.HQQHWK�5��0DUHV���������6FLHQFH�(QULFKPHQW�3URJUDPV�IRU�*LIWHG�+LJK�*LUOV�DQG�%R\V��3UHGLFWRUV�

RI�3URJUDP�,PSDFW�RQ�6FLHQFH�&RQILGHQFH�DQG�0RWLYDWLRQ��-RXUQDO�RI�5HVHDUFK�LQ�6FLHQFH�7HDFKLQJ���������������� 
�
これらの調査結果を示したᚋ述の各表中の数್は，㑅ᢥ⫥である「とてもࡑう思う���，ࡑう思う���，どࡕら

ともいえない���，ࡑう思わない����，全くࡑう思わない����」に対して，�� �内の数್を当てはめ，平ᆒ್を⟬

ฟしたものである。各表に示

した３つの数್はྑ表で示

した調査᫬のものである。ま

た，上段と中段をẚ㍑して7

᳨定による有意確⋡Sが＜����であったものには

，＜���であったものには
を付している。▮༳は，有意ᕪが

ある場ྜに，上᪼していればЌを，下㝆していればЎを付している。ຍえて，以下の文❶では，第１㹼３学年を

れ１㹼３年，66ࡒれࡑ コースを 66，一般コースを一般と略記している。ま66，ࡎ コースを設置している２，３

年からᴫ観し，１年についてはᚋ述する。�
�

３年 66 と３年一般，２年 66 と２年一般をẚ㍑すると，ともにすべての質ၥ㡯目で 66 の方が⫯定的回答の割

ྜ�以下，平ᆒ್とする�が高く，すべての質ၥ㡯目において有意ᕪがあった。66コースの方が「科学に対する自

己効力ឤ」が高いと言える。また，平ᆒ್の᭱大が�であるため，３年66の平ᆒ್は高く，有意ᕪがある࡯どに

上᪼している㡯目もある。このことからも３年66は「科学に対する自己効力ឤ」がかなり高いと言える。なお，

౛年のഴ向である２年66・一般ともに１年のときとẚ㍑して平ᆒ್のప下がみられる。学習内容の㞴化がཎᅉで

あると考えられる。�
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༳を付した質ၥ㡯目� �は，㏫㡯目であるため，㈇の್が大きい࡯ど自己効力ឤが高い）�

３年66と３年一般，２年66と２年一般をẚ㍑すると，ともにすべての質ၥ㡯目で66の方が平ᆒ್が高く，す

べての質ၥ㡯目において有意ᕪがあった。66 コースの方が「科学の学習方法」への⫯定的意識が高いと言える。

また，平ᆒ್の᭱大が�であるため，２，３年66ともに平ᆒ್はかなり高く，３年66では有意ᕪがある࡯どに

上᪼している㡯目もある。ただ，２年66では平ᆒ್が１年๓とẚ㍑してప下している㡯目がある。さらに，２年

一般では多くの㡯目でప下しており，日常の学習活動のᅾり方に対する課題としてとらえたい。�
�

３年66と３年一般，２年66と２年一般をẚ㍑すると，ともにすべての質ၥ㡯目で66の方が平ᆒ್が高く，す

べての質ၥ㡯目において有意ᕪがあった。66コースの方が「科学を学習する価್」を理解していると言える。上

述のձ，ղと同様に66の平ᆒ್はかなり高く，３年では有意ᕪがある࡯どに上᪼している㡯目が３つもある。教

育課⛬上，一般と᭱も␗なる「課題研究」において取り組むၥ題解決活動・探究活動の影響が大きいとᤊえてい

る。�
�

㸸

３年66と３年一般，２年66と２年一般をẚ㍑すると，ともにすべての質ၥ㡯目で66の方が平ᆒ್が高く，す

べての質ၥ㡯目において有意ᕪがあった。66コースの方が「科学に関わる⫋業への関心」が高いと言える。３年

66 についてはすべての質ၥ㡯目で平ᆒ್が上᪼している。一方で２年 66 と２年一般はすべての質ၥ㡯目で有意

ᕪがある࡯どに，平ᆒ್がప下しており，ࡑのཎᅉについては௒ᚋの課題としたい。�
�

 

� 多くの㡯目で平ᆒ್のప下が見られるが，᫖年ᗘと同様のഴ向である。ただ，「մ科学に関わる⫋業への関心」

の平ᆒ್は౛年よりపく，ල体的なཎᅉは୙明であるが，来年ᗘの調査においてどのように変容するのか，ὀ意

深く分析するとともに，この㡯目の⫯定的回答が上᪼するような取り組みについて᳨ウする必要がある。なお，

この１年が２年に進⣭する㝿に，66コースと一般コースに分かれるため，来年ᗘの分析では，これまでと同様に，

66と一般にᢳฟし直して分析する。�
�

３年 66 と３年一般をẚ㍑すると，すべての設ၥで 66 の方が平ᆒ್が高く，すべての設ၥで有意ᕪがある�た

だし，մはS�����。また，２年66と２年一般をẚ㍑すると，մとշを㝖くすべての設ၥで66の方が平ᆒ್が高

く，設ၥղ，ճ，յ，ն，ո，պ，ջで有意ᕪがある。中でも，科学とಶ人とが関連付けられる設ၥճ，յ，ն，

ո，ջについては，66と一般のᕪが㠀常に大きく，66+事業に特化して取り組み，科学にゐれる機会が多いこと，

全員が理系進学をᚿしていることがཎᅉであるとᤊえている。一方で，これらの設ၥ以外では，一般の平ᆒࡰ࡯

್も決してపいわけではない。また，２年においては平ᆒ್のప下がみられるものの，平ᆒ್ࡑのものは決して

పい್ではない。全教科で取り組む「科学知の探究Ⅱ」や２年全員が対㇟の教科横断型の「(6' 研究」の影響と

ᤊえている。�

」
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༳を付した質ၥ㡯目� �は，㏫㡯目であるため，㈇の್が大きい࡯ど自己効力ឤが高い）�

３年66と３年一般，２年66と２年一般をẚ㍑すると，ともにすべての質ၥ㡯目で66の方が平ᆒ್が高く，す

べての質ၥ㡯目において有意ᕪがあった。66 コースの方が「科学の学習方法」への⫯定的意識が高いと言える。

また，平ᆒ್の᭱大が�であるため，２，３年66ともに平ᆒ್はかなり高く，３年66では有意ᕪがある࡯どに

上᪼している㡯目もある。ただ，２年66では平ᆒ್が１年๓とẚ㍑してప下している㡯目がある。さらに，２年

一般では多くの㡯目でప下しており，日常の学習活動のᅾり方に対する課題としてとらえたい。�
�

３年66と３年一般，２年66と２年一般をẚ㍑すると，ともにすべての質ၥ㡯目で66の方が平ᆒ್が高く，す

べての質ၥ㡯目において有意ᕪがあった。66コースの方が「科学を学習する価್」を理解していると言える。上

述のձ，ղと同様に66の平ᆒ್はかなり高く，３年では有意ᕪがある࡯どに上᪼している㡯目が３つもある。教

育課⛬上，一般と᭱も␗なる「課題研究」において取り組むၥ題解決活動・探究活動の影響が大きいとᤊえてい

る。�
�

㸸

３年66と３年一般，２年66と２年一般をẚ㍑すると，ともにすべての質ၥ㡯目で66の方が平ᆒ್が高く，す

べての質ၥ㡯目において有意ᕪがあった。66コースの方が「科学に関わる⫋業への関心」が高いと言える。３年

66 についてはすべての質ၥ㡯目で平ᆒ್が上᪼している。一方で２年 66 と２年一般はすべての質ၥ㡯目で有意

ᕪがある࡯どに，平ᆒ್がప下しており，ࡑのཎᅉについては௒ᚋの課題としたい。�
�

 

� 多くの㡯目で平ᆒ್のప下が見られるが，᫖年ᗘと同様のഴ向である。ただ，「մ科学に関わる⫋業への関心」

の平ᆒ್は౛年よりపく，ල体的なཎᅉは୙明であるが，来年ᗘの調査においてどのように変容するのか，ὀ意

深く分析するとともに，この㡯目の⫯定的回答が上᪼するような取り組みについて᳨ウする必要がある。なお，

この１年が２年に進⣭する㝿に，66コースと一般コースに分かれるため，来年ᗘの分析では，これまでと同様に，

66と一般にᢳฟし直して分析する。�
�

３年 66 と３年一般をẚ㍑すると，すべての設ၥで 66 の方が平ᆒ್が高く，すべての設ၥで有意ᕪがある�た

だし，մはS�����。また，２年66と２年一般をẚ㍑すると，մとշを㝖くすべての設ၥで66の方が平ᆒ್が高

く，設ၥղ，ճ，յ，ն，ո，պ，ջで有意ᕪがある。中でも，科学とಶ人とが関連付けられる設ၥճ，յ，ն，

ո，ջについては，66と一般のᕪが㠀常に大きく，66+事業に特化して取り組み，科学にゐれる機会が多いこと，

全員が理系進学をᚿしていることがཎᅉであるとᤊえている。一方で，これらの設ၥ以外では，一般の平ᆒࡰ࡯
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１）㹼㸴）の᝟意面の変容では，３年 66，２年 66 ともに，同一学年の一般とẚ㍑して「ձ科学に対する自己

効力ឤ」，「ղ科学の学習方法」，「ճ科学を学習する価್」，「մ科学に関わる⫋業への関心」のすべてにおいて⫯

定的回答が高く，有意ᕪが見られた。66コースのみが取り組む「課題研究」・「㡑ᅜ海外・ゼ日研修」・「学校設定

科目」・「他の66+校との஺ὶ」などの影響が大きいと言える。また，もともと⫯定的回答が高い66コースがࡑの

高い≧ែを３年においても⥔ᣢしている点，さらに，生徒の自己評価とはいえ，自己効力ឤが高い点は，66+ の

プログラムが効果的に働いており，66+事業のࡡらいが㐩成されていることのド拠としたい。�
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第２期より⥅⥆している 3,6$ 調査課題の結果をもとに，生徒への効果について記す。3,6$ の数学的・科学的

リテラシーから正答⋡がపいものを㑅定し，ẖ年�月に実施している。௒年ᗘは㐣ཤ３年間で実施していないも

の，記述ᘧであること，数学が⏝いられる≧ἣが「科学的」であるというつ‽にᇶづいて㑅定した。次の表の正

答⋡が示す通り，数学的・科学的リテラシーをၥう課題は，66コースの方が正答⋡が高く，成果の一つとしてᤊ

えている。�

表中の್は正答⋡�᏶全正答��㸩部分正答�����である。�

66コースのಖㆤ者（回཰⋡���）を対㇟とした意識調査（平成��年ᗘ科学技術᣺⯆機構が実施した66+意識調

査を౑⏝）の結果から，᫖年ᗘとẚ㍑すると設ၥ（�），���，���でࠗ意識していた࠘の上᪼がみられるが，２年

๓の数್とࡰ࡯変わらない数್であり，ᴫࡡ良ዲな結果がᚓられたとᤊえている。�
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� 教⫋員対㇟の66+意識調査（平成��年ᗘ科学技術᣺⯆機構が実施した66+意識調査を౑⏝）の結果から，᫖年

ᗘ及び２年๓とẚ㍑して，すべての設ၥで「まったくࡑの通り」と「ややࡑの通り」をྜ計した⫯定的数್が高

くなっている。また，設ၥ���を㝖く，すべての設ၥにおいて「まったくࡑの通り」の数್が高くなっており，良

ዲな結果がᚓられた。�
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中段の�� � �内は����年��月，下段の�� � �内は����年��月の調査結果�
�
さらに，中間評価において指摘を受けた「教員自身が自分の教科の観点からどのような意識変化があったのか」

について調査を行ったところ，自由記述において下記のような内容（抜粋）が示された。66+の取り組みが，日々

の授業改善につながっている記述から，課題研究の一層の深化と拡充に取り組む記述，教育全般に関わる記述な

ど，多岐にわたってはいたが，すべての教員の回答は自身の教科における日々の実践の省察につながっており，

66+ の影響が正に働いていることが明らかになった。各教員の意識変化を全教員で共有し，他教科の教員の省察

を理解することを通して，自身の教科の省察を促し，66+が日々の平常の実践に正の影響を与えるよう努める。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

第３期の指定より，プログラムごとに責任教員�チーフ�を決めるとともに，運営指導委員及び研究協力委員に

も担当プログラムを割り当て，プログラムの推進と評価に携わる体制を整えており，教員と運営指導委員が密に

連携し 66+ 事業に取り組んでいる。また，全教科で取り組む「科学知の探究Ⅱ」や「科学と倫理」，「(6' 汎論」

及び教科横断型の「(6' 研究」など，全教員が直接関わるプログラムを開発し，全教員が取り組む体制を確立し

た。さらに，第３期の第４年次を迎え，プログラム間での教員の連携を強化し，プログラム同士の相乗効果を高

める段階に進み，学校全体としての66+事業の一層の体制作りに努める。�

＜授業改善＞ 
・科学的内容・論文の英語表現についての関心が高まり，自らも学習するようになった。�

・プレゼンテーションを意識した指導を行うようになった。�

・66コースの授業以外にも生徒の発表場面を増やすようになった。�

・自己の教科が，66+の当該部門との関連でどう位置付くか意識して授業づくり（授業のあり方，方略，教材開発の仕方）

をするようになった。したがって当該教科・当該科目の内部に閉じた視点から開かれた視点に移行したように思う。�

・(6'や倫理的な内容を踏まえて，日々の教材研究を行うようになった。�

＜課題研究＞�

・課題研究のような学習を，普段の授業で一層試みるようになった。�

・課題研究では，第２期と同様に，大学教員の指導・助言や同僚教師との対話を通じて，研究テーマの設定，研究の進め

方，成果発表など，生徒の約１年半の研究期間を見通した指導を行うことができた。特に，先行研究や仮説・実験計画，

データの分析・解釈，科学的根拠，実験ノート，協働で取り組むこと，成果発表や省察などの重要性など，研究・研究

者に必要な資質を育成することに重点化した指導を行えるようになった。�

＜教育全般＞�

・(6' や海外研修などのへの関与を通して，グローバルな視点で生徒の資質・能力をどのように育成すればよいかを強く

意識するようになった。�

・自己の教科指導を超えて，学校教育全体を，より大局的に社会的・歴史的文脈において考えるようになった。�
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広島大学附属高等学校

第５節　教育課程表

○は必修選択科目
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